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統計基礎 第１０回 

テーマ：相関（その２） 

１ はじめに 

 次回（12/18）に、冬休みの宿題を出します。冬休み明けの最初の授業（1/15）に提出して下

さい。台風で休講になった回の授業の代わりです。もし、次回休んだ場合は、教材提示フォル

ダーからＤＬして、提出して下さい。 

 

Ｑ excel で文字を入力したが、はみ出した部分が印刷できない場合はどうすればよい？ 

Ａ ホーム →折り返して全体を表示する 

 

前回の演習の解答例 

 毎月の平均気温とカゼ薬への支出額には負の相関がある 
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２ 相関（つづき） 

演習１１ 正の相関があると思うものを１つ、負の相関があると思うものを１つ考え、 

http://htanaka.jimdo.com/ 

にアクセスし、統計基礎第 10回の解答先の下のリンクをクリックして、 

解答して下さい。 

  

（注）できるだけ原因となるものを前に、結果となるものを後ろにして下さい。 

 （例）身長と体重（正の相関） 

（ヒント）できるだけ数量で表現します。 

 △寒くなるとコートを着る人が増える（負の相関） 

○気温（が低くなる）とコートを着ている人の数（が増える）（負の相関） 

 △離婚者数（が増える）と少子化（になる）（負の相関） 

○離婚者数（が増える）と出生数（が減る）（負の相関） 

 

  

http://htanaka.jimdo.com/
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３ 相関係数 

・ 相関の強さをあらわす指標です。 

散布図と相関係数（ｒ）の関係は？ 

 

相関係数（r）をどう解釈しますか？ 

－1.0～－0.4 －0.4 ～－0.2 －0.2 ～0.2 0.2 ～0.4 0.4 ～1.0 

負の相関 弱い負の相関 無相関 弱い正の相関 正の相関 

※ 学問分野、分析者、データの種類により異なり、絶対的な基準ではありません。 
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演習２ どのように予想しますか？ ア イ ウのいずれかを選んで下さい。  

（1） テレビの視聴時間と睡眠時間は、 

ア 正の相関がある イ 無相関 ウ 負の相関がある 

（2） 通学時間と睡眠時間は、 

ア 正の相関がある、 イ 無相関、 ウ 負の相関がある 

 

演習３ 次は、2008 年度の統計基礎の受講者のデータを散布図にしたものです。２つの量の関係を

述べて下さい。相関係数は、どの程度だと予想しますか？  

 

 

（1） テレビの視聴時間と睡眠時間は、 

ア 弱い正の相関がある イ 無相関 ウ 弱い負の相関がある 

相関係数は、 

カ 0.27  キ 0  ク －0.27 

（2） 通学時間と睡眠時間は、 

ア 弱い正の相関がある、 イ 無相関、 ウ 弱い負の相関がある 

相関係数は、 

カ 0.28     キ 0   ク －0.28 

  

通学時間と睡眠時間の散布図
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（解答例） 

（1） テレビ視聴時間と睡眠時間は弱い正の相関がある。 

相関係数は 0.27。 

自由になる時間がたくさんある人は、テレビを長時間視聴し、睡眠時間も多くとっているよ

うである。すなわち、睡眠時間を削ってテレビを見ている訳ではないようである。 

（2） 通学時間と睡眠時間は弱い負の相関がある。 

相関係数は－0.28。 

通学時間が長いと、睡時間は短くなる傾向にある。 

参考 

  

http://4.bp.blogspot.com/-j0bOV-HH-FU/VYZOzTAfzMI/AAAAAAAAIH4/dTN1PdeEFw8/s1600/%E9%A0%90%E3%81%91%E3%82%8B%E2%91%A0.png
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相関係数＝０．６３ 
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（参考）動物の前の滞在時間と撮影写真枚数の関係 

（ズーラシアのフィールドワーク） 
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３ 相関係数の求め方 

・ ),,(),,( 2211 yxyx ・・・ ),( nn yx というデータがあり、 xの平均を x 、 y の平均を y とすると、

次のとおりです。偏差とは、平均からのずれです。 
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演習４ (x,y)={(2,4），(3,5)，(5,5)，(6,10)}の散布図を描くとともに、相関係数を計算して下さ

い。 

 

 

 x  ｙ xx   

x の偏

差 

 

y の偏

差 

 2xx   

（x の偏差）

の２乗 

 2yy   

（y の偏差）

の２乗 

  yyxx 

（x の偏差）

×（y の偏差） 

 2 4 -2 -2 4 4 4 

 3 5 -1 -1 1 1 1 

 5 5 1 -1 1 1 -1 

 6 10 2 4 4 16 8 

合計→ 16 24  合計→ 10 22 12 

平均→ 4 6   ↑Sxx ↑Syy ↑Sxy 

 
↑ x  ↑ y  

  変数ｘの 

偏差２乗和 

変数ｙの 

偏差２乗和 

変数ｘ，ｙの

偏差積和 

 

 

相関係数＝
SyySxx

Sxy


＝

2210

12


= 809.0  

 

 

相関係数を直接計算する Excel 関数 

 

=correl(範囲 1，範囲 2) 
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演習５ 以下の表は、毎月の平均気温とカゼ薬への支出額を示しています。平均気温とカゼ薬への

支出額に関する相関係数を求めて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 


